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ルーヴルX三術餌｛特tlJll展　　肖f象表∫見の展1用
Faces　of　the　Louvre　Masterworks　of　Portraiture　in　the　Collection　of　the　Louvre
（Visages　du　Louvre：Chefs－d℃oeuvre　du　P（）rtrait　dans　les　collections　du　Louvre）
会期：1991年9Jj1811　12月1日
主催：国、°ノ1西洋進術館／朝日新聞社
入場者数：469，426
Duration：18　September　lDecember　l991
0rganizers：The　National　Museum　of　Western　Art，　Tbkyo
　　　　　1’he　Asahi　Shimbun
Number　of　Visitors：469，426
この展覧会にはルーヴル美術館を構成する7つの部門から「肖　　　では，この展覧会に最初から関わった筆者にとっても得難い機会
像」をテーマに136点が出品された。時代的には古代から19世紀　　　であった。けれども，反省すべき内容も含まれていたように思わ
にわたり，また，絵画，彫刻から陶器やメダルなどまでをも含む　　　れる。まず第一に，展覧会の端緒を考えれば当然かもしれない
このような展覧会が開催されたのは，この展覧会が朝日新聞社　　　が，展覧会の内容が議論される前に，その基本方針（ルーヴル
を初めとする日本の企業数社による「大ルーヴル」計画への資金　　　美術館全7部門の参加）が決定されてしまったため，結果として
提供に対するお返しとして構想されたことによる。ルーヴル美術　　　ルーヴル美術館に所蔵される肖像画，肖像彫刻の名作展という
館のコレクション全体が見通せるような内容をもつ展覧会にして　　　性格を帯びざるをえなかったことが挙げられよう。「肖像」というテ
欲しいというのが，この展覧会を実質的に統括したルーヴル美　　　一マで開催するにしても，時代的に，あるいは，地理的にもう少
術館長ミッシェル・ラクロットの基本方針であった。　　　　　　　　し限定することができれば，肖像芸術についてより深い問題提
　展覧会はこの方針に従って構成され，確かに，「肖像芸術の　　　起をすることもできたのではなかっただろうか。
多様性」を呈示することと「ルーヴル美術館の百科全書的コレクシ　　　　第二に，この展覧会に前後して，欧米の美術館の改修工事
ヨンにふれてもらう」というふたつの目的はある程度まで達せられ　　　に対する日本企業の寄付，そして，その美術館の名作展の日
たといっていいだろう。ルーヴル美術館の全面的協力を得られ　　　本での開催というひとつの展覧会開催の方式が公然化したこと
たこともあって，この展覧会は肖像芸術についての良心的な啓　　　が挙げられる。こうした形での展覧会は以前からあったものでは
蒙活動として評価しうるものであり，ルーヴルという高い知名度　　　あるが，表だって行なわれるようになったのは，やはりルーヴル
もあって，40万人以ヒの入場者を数える大きな成功を収めること　　　美術館，llモ泣西洋美術館，朝日新聞社という三者の協力のもと
ができた。肖像芸術について多くを学ぶことができたという意味　　　に実現したこの展覧会以後のことのように思われるからである。
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日本の経済的発展が欧米の老朽化した美術館建築の刷新に役　　　lightenment・The　renowned　fame　of　the　Louvre　also　contributed
わならば，そのこと自体は世界力・ら感謝こそされ，決して非難　黙耀。llc難認1盤li瓢n418謄臨贈島鵬1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　されるべきではないかもしれない。しかし，結局，展覧会開催　　　point　of　view，　having　participated　from　the　intitia1　stage　of　plan．
が寄付の条件になってしまうことに矛盾を感じるのは筆者ひとりで　　　nin9，　it　was　a　P「ecious　oPPo「tunity　fo「me　to　lea「n　an　immense
はないだろうし，これが本来の展覧会のあり方から逸脱したもの　灘灘1濫舗躍器鍵路瓢♂1畿「込朧
であることはいうまでもない。こうした展覧会を開催していくこと　　　quence　of　the　initial　purpose，　owing　to　the　fact　that　the　basic　idea
は，最終的には展覧会の，あるいはその美術館そのもののイヴ　　　of　inco「Po「ating　all　seven　dePa「tments　of　the　musoum　was　decid一
エント化につながるものであることを真剣に受け止めなければなら　謡b甲13，1瓢li纒i黙hl器｝灘繍h離£1，ltilllll
ない時期にきているのではないだろうか。　　　　　（幸福輝）　　　Louvre　collection．　Perhaps　we　could　have　posed　more　profound
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　questions　about　portraiture　by　limiting　the　theme　slightly　more
lカタログI　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by　period　or　geographically・
序文・ミッシェル・ラク・ット　　　　　bi，il瓢d膿継、tl翻癬監撚温翻ll；翻l
lIl像はなにを語るか：辻成史　　　　　　　　　　　　　　　the　United　States　to　Japan　in　return　for　Japanese　c（）rporate　con一
肖像芸術：高階秀爾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tributions　towards　the　renovation　of　such　museums　seemcd　to
脚晴景考：幸福輝　　　　　　臓瀦e£盤襯齪：論噛li；翻溜翻糊
カタログ：ダニエル・アルクッフ他　　　　　　　　　　　　　　　the　more　public　after　this　exhibition　was　realized　throug，h　the
編集：・1福輝／高橋明也／喜多崎親　　　　　　　　　　　　　　cooPe「ation　of　the　th「ee　bi9　names　of　the　Louvre　Museuin，　the
制f・ll・美術出版デザインセンター　　　　　憎翻鼎臨謙「1，倉錨y認離論撫ぎ股
※ヵタログはH本語版とフランス語版が制作された。　　　　　　　　　　　　　　　　renovation　of　aging　museums　in　Europe　and　the　States　should　be
作lhl1輸送／展示：ヤマト運輸　　　　　　　　　　　　　　　　　　apPreciated　by　the　world　and　not　condemned・However，　surely　I
会場設営：乃村工芸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タmnot　t咋o只ly　pe「son　t§pave　doubts．about　the　Yalゆty臼〔maド
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　lng　contributions　a　condltlon　for　lending　an　exhibition．　l　hat且s
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　＊　＊　　　　　　　　　　　　　　　　　not　at　all　how　an　exhibition　should　be　organized．　Is　it　not　time
uities　to　the　l9th　century　and　included　paintings，　sculpturs，　ce－
ramics，　and　medals．　It　was　in　return　for　the　financial　contribu－　　　　［Catalogue］
tions　made　by　several　Japanese　corporations　such　as　The　Asahi　　　Introduction：Michel　Laclotte
Shimbun　towards　the“Grand　Louvre”Project　that　an　exhibition　　　　The　Language　of　Portraiture：Shigebumi　Tsuji
of　such　grand　scale　was　conceived・The　basic　aim　of　Michel　　　The　Art　of　Portraiture　：Shuji　Takashina
I・aclotte，　Director　of　the　Louvre　and　leading　organiser　of　this　exhi－　　　　Reflexions　on　the　Background　of　Portraiture－Narrative　contexte
bition，　was　to　compose　an　exhibition　through　which　the　essential　　　in　the　Art　of　Portraiture：Akira　Kofuku
character　of　the　Louvre　collection　could　be　surveyed・　　　　　　　　　　　Catalogue：Daniel　Alcouffe　et　al．
　　Preparation　went　along　in　accordance　with　the　initial　aim　and　　　　Editorial　Direction：Akira　Kofuku／AkiyarTakahashi／Chikashi
the　dual　purpose　of　illustrating　the“diversity　of　the　art　of　portrai－　　　　　Kitazaki
ture”and“providing　an　opPortunity　to　come　into　contact　with　the　　　　Production：Bijutsu　ShupPan　Design　Center
encycolpedic　collection　of　the　Louvre”was　accomplished　to　a　cer－　　　＊The　catalogue　was　published　in　Japanese　and　French　versions．
tain　extent．　Thanks　to　the　overwhelming　cooperation　of　the　　　　Transportation　and　Set　Up：Yamato　Transport　Co．，　Ltd．
Louvrc，　the　exhibition　resulted　in　a　conscientious　project　of　en－　　　Display：Nomura　Kogei
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